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紹介内容

 なぜ博士課程進学か？

 機械工学専攻が関わる博士人材育成プログラム

 工学系研究科専攻間横断型教育プログラム

機械システム･イノベーション (GMSI) 
 国際卓越大学院 (WINGS) プログラム

｢未来社会協創｣(WINGS-CFS) 
｢社会デザインと実践のためのグローバルリーダーシップ
養成｣ (WINGS-GSDM) (GSDM 2.0)

｢量子科学技術｣ (WINGS-QSTEP)
｢高齢社会総合研究｣ (WINGS-GLAFS)

 博士課程学生への経済支援プログラム

グリーントランスフォーメーション(GX)を先導する高度人
材育成(SPRING GX), 博士フェローシップ
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社会動向の変化と期待される人材 (能力) の多様化

 問題の把握･調査能力, 深い洞察
力に支えられた創造と問題解決
能力を修得した博士人材に期待

なぜ博士課程進学か？

グローバル化と国際分業の深化
製造･販売の海外展開

⇒事業活動全体のグローバル展開

低炭素社会へ向けた産業変革
｢低環境負荷｣の価値化
高付加価値インフラ事業の国際展開

課題先進国: 少子高齢化社会
サービス部門の需要拡大
新規な産業分野の興隆

機能価値から感性価値への転換
20世紀型工業の限界
個人の感性にもたらす価値の重視

技術の高度化と複雑化
異分野技術者の有機的連携
イノベーティブな組織の構築

 高度な専門知識

 自ら学ぼうとする強い意欲

 課題を発見し, 解決する力

 幅広い教養と高い倫理観

 グローバルな視点とリーダーシップ

 競争を勝ち抜く強い意志

 市場ニーズを感じ取る知性と感性

社会が求める能力

COCN (産業競争力懇談会) 2010年度提言より

社会動向
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経済界からのメッセージ

深い専門知識と広い見識を持つ博士人材が, グローバル時代を切り拓く

https://8uea.org/pdf/b03-teigen.pdf
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博士課程進学と人材育成

 大学や企業の研究開発で求められるスキル

 専門知識, 研究開発スキル等に加え, 
企画立案, プロジェクト管理･推進, 知財管理･標準化, 市場
開拓, etc.

科学技術や産業に関する政策や行政に係る知識に基づいた
寄与, ステークホルダーとの合意形成, etc.

 大学, 大学院入学は研究開発活動のスタート点

 高い専門性+広い分野での知識や見聞の獲得

 グローバルなネットワーク構築 (世界の次世代リーダー) 

 自らを育てるリソース (ヒト, モノ, カネ) の活用を!
 学内の研究環境, 教育プログラム, 経済支援, etc.
大学院横断型教育プログラム, 国際卓越大学院 (WINGS)
RA, SEUT, 奨励金, 学振特別研究員, 大学フェローシップ
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機械システム･イノベーション (GMSI)

http://gmsi.t.u-tokyo.ac.jp
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GMSIの教育プログラムの特徴

 工学系研究科専攻間横断型教育プログラム
複数専攻の連携の下での多様かつ横断的で, 高度な専門性を習得する最先
端講義

各分野の第一線で活躍する学内及び学外 (産業界) 研究者･実務者による講
義･セミナー

課題を自ら探索･発見して最適解を導出する能力を養うための実践の場
(Project Based Learning: PBL, 研究インターンシップ)
産業界メンバーが教育コンテンツに参画 (産学連携教育)
世界トップ大学や国際的企業との国際連携

様々な地域, 自治体, NGO/NPO等との社会連携

修了規定を満たした者には修了書を授与

工学系研究科全ての博士課程学生が対象

※GMSIの教育プログラムは, 国際卓越大学院や,
SPRING GXのコアカリキュラムとしても提供
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GMSIの教育プログラムの目標

将来の産業界･学術界を先導する
4つの力

専門知識

基礎素養

リテラシー
コミュニケーション, 情報, 倫理等

コンピテンシー
チームワーキング, リーダーシップ, 
課題設定･解決･遂行力, 責任･使命感

を兼ね備えた, 国際競争力のある
逞しくタフな若手研究者を輩出
する

教育プログラムと教育目標への寄与

高い専門性を持ちつつ, 幅広い知識と柔軟な応用力を涵養する

0 20 40 60 80 100
寄与率(%)
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教育プログラムの主な内容

 従来からの基礎素養と専門性の深耕に資する講義に加え, 産業界･官界･学術
界を先導するためのコンピテンシーとリテラシーの涵養を目指す
※複合領域で柔軟な応用力を発揮できる人材⇒キャリア形成にも役立つ

コンピテンシー (チームワーキング, リーダーシップ, 課題設定･解決･遂
行力, 責任･使命感, 等) 
工学コンピテンシーI (プロジェクトベースドラーニング-PBL) 
工学コンピテンシーII, 研究インターンシップ1 (研究インターンシップ)
工学コンピテンシーIII (サマーキャンプ) 

リテラシー (コミュニケーション, マネージメント, 情報･倫理等に対する
能力, 等) 
先端技術特別講義 / 工学リテラシーI (イノベーションと技術マネージメント)
工学リテラシーⅡ (事業戦略と知的財産)
工学リテラシーIII (アドバンスト･アカデミック･プレゼンテーション)

授業以外のイベント

国際シンポジウム, 公開セミナー, etc.

博士課程では, 上記7科目10単位から2単位以上の取得が求められる



11工学コンピテンシーⅠ
- Project Based Learning (PBL) -

 産業界から提供されたテーマに基づいて
課題を自ら設定し, イノベーティブなソ
リューションを創出するアクティブラー
ニング

ニーズ指向なアプローチの体験

グループ内の連携と議論の取り纏めの
実践

英語によるコミュニケーション

グループワーク

 グループ構成

多様な専攻･研究室･国籍の学生, 若手
教員, 企業メンバー (5~6名) 
 企業メンバーが直接参画することで, 

現場実習 (インターンシップ) に近い
教育効果が期待

PBL実施の枠組み

Project

Customer
(産業界)

Project manager(産業界)
Leader(学生)

Member(学生)
Facilitator(PD, 教員)

Theme
(テーマ提供)

Supervisor
(担当教員)

Supervise, Advise
(助言等)

Final Presentation 最終報告会(教員, 産業界)

Evaluate, Advise
(助言, 評価)

Solution
(ソリューション提示)

最終発表会の様子(対面での実施時)
修士, 博士とも履修可
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先端技術特別講義/工学リテラシーⅠ
 産業界等の第一線で活躍中の研究者･実
務者を講師として招聘した講義

講師の実践経験を追体験

ビジネス現場での実践的話題の提供に
よる実社会, 現場の理解

(キーワード) 技術イノベーション/マ
ネージメント, リーダーシップ, 事業
戦略, 知的財産管理, 倫理, etc.

 グループワークによる能動的学び

グループ内の交流を通じたコミュニ
ケーション力, 新たな気づきの促進

自己の考えの主張と他者の考えの受容

制限時間内での課題解決

 小論文 (レポート) 作成

講義･グループワークを通して得られた
知識, 経験の取り纏め
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国際卓越大学院 (WINGS) プログラム

目的:
高い研究力と専門性をもって人類社会に貢献する卓越した博士人材 (高

度な｢知のプロフェッショナル｣) を育成する.
プログラムの概要:
研究科等が連携して構築した修博一貫 (又は学修博一貫) 教育プログラ

ム (WINGS: World-leading Innovative Graduate Study Program)
世界トップレベルの研究体制をベースに, 研究科等がそれぞれの特性を

活かして先端的な教育研究指導を行う.
キーワード: 分野横断 (多分野交流･連携), 俯瞰力, コミュニケーション力, ソ
リューション創成と社会実装力, etc.の涵養

WINGS履修生は, 卓越RA費
を受給することが出来る
(経済支援).

修了要件を満たし, 審査に
合格した場合, プログラム
修了の旨を学位記に記載.

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/special-activities/wings.html



15WINGS-CFS
(未来社会協創国際卓越大学院)

未来社会協創学特論(俯瞰): 多彩な分野の教員による講義と, 講義テーマを深耕するグ
ループワーク

工学コンピテンシーⅠ(演習): 多様な専攻･研究室･国籍の学生に企業メンバー, 若手教員を
含めたチームによる, 産業界からの課題解決に向けた実践(プロジェクト･ベースドラーニ
ング)

工学コンピテンシーⅡ (演習): 研究インターンシップ
工学コンピテンシーⅢ (実習): 海外トップ大学の博士課程学生を交えたグループワークに

よる社会イノベーション創生の実践と海外機関との連携を見据えた人脈構築(サマーキャ
ンプ)

学内でもトップ層に属する履修生による修士･博士一貫教育(応募倍率2.5倍以上)
社会連携講座｢未来社会協創｣との一体的運営, 国内外機関でのインターンシッププログラムとの連携等により, アク

ティブラーニング型教育プログラムを提供すると共に, 多彩なキャリアパスを提示
ボトムアップ型大学フェローシップ｢未来社会デザインフェローシップ｣の採択による経済支援策の充実
プロジェクト･ベースドラーニング参加企業メンバーより, “実用性が高く, 今まで思いつかなかったアイデアが創出さ

れた”, ”与えられた課題解決に至るまでのプロセスが興味深い”, 等, 参加学生の課題設定力･解決力, プロジェクト･マネ
ジメント能力の高さを評価して頂き, 現場感覚に触れた学生の意欲も向上

参画専攻: (工学系研究科)機械工学, 電気系工学, マテリアル工学, 応用化学, 化学システム工学, バイオエンジニアリング, 
システム創成学, 技術経営戦略学, 原子力国際, 建築学, 都市工学, 航空宇宙工学, 社会基盤学, 精密工学, 先端学際工
学, その他情報理工学系研究科, 理学系研究科, 新領域創成科学研究科, 情報学環･学際情報学府, 農学生命科学研究
科, 人文社会系研究科, 法学政治学研究科, 経済学研究科, 総合文化研究科, 教育学研究科, 情報学環･学際情報学府
の計12部局45専攻

コース生: (M1)15人(M2)24人(D1)22人(D2)27人(D3: D4含む)19人 計117人(2021. 6現在)
卒業生: (アカデミア)6人(産業界)7人(官界/国研)3人(他)4人 (2020.3~2021.3までの実績)

概要: 世界的に卓越した専門性と共に, 社会の諸課題を発見するたくましい社会的想像力, 異なる分野･専門家と共感でき
る他者理解力, 現状肯定に甘んじない未来志向の公共的共感力を兼ね備え, 異分野の研究者や多様なステークホルダー
との協創により社会イノベーションを先導し, より良い未来社会の構築に貢献する未来社会協創人材を輩出する.
⇒そうした資質を涵養する分野横断的な教育プログラムを多様な研究科の協創により提供

16WINGS-GSDM (GSDM 2.0)
(社会デザインと実践のためのグローバルリーダーシップ養成国際卓越大学院)

人材育成の目標
的確かつ早期のグローバルレベルの課題把握

科学技術, 制度･政策など, 多種･多様な専
門知識を統合した解決策のデザイン能力

解決策の実施主体となるための卓越した
コミュニケーション能力や行動力

資源･環境･エネルギー, 保健･医療, 宇宙･海
洋, 安全保障,グローバル経済, 食料･生命,
AI･デジタル化

カリキュラム

Social Design and Global Leadership: 様々
な分野の課題設定を幅広く学ぶ (必修科目) 
Project Based Learning: 政府, NPO, 企業現
場のステークホルダーのニーズに応じた具
体的な解決策の提案を行う (選択必修科目)
社会科学系のグローバル社会･政策コア科
目

理系の先端科学技術コア科目

各々の学生の専門研究に即した設計力･行
動力を養成する課題解決力コア科目

その他

分野横断的チームによる実践的研究プロ
ジェクト (SIP: Student Initiative Project: 
学生主導)
海外インターン等の国際プロジェクト (IP) 
支援

OB･OGや現場のステークホルダーとの交流
やキャリア計画支援 (プラットフォームセ
ミナー等)

https://gsdm.u-tokyo.ac.jp/gsdm2.0/wings-gsdm/



17WINGS-QSTEP
(量子科学技術国際卓越大学院)

18WINGS-GLAFS
(高齢社会総合研究国際卓越大学院)
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博士フェローシップ

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/special-activities/utokyodoctorfellowship0001.html

量子科学技術
国際卓越大学院
(WINGS-QSTEP)

関連するWINGSプログラムに所属し, 履修要件を満たすこと
既にWINGSに所属している博士1年次生も応募可
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SPRING GX
 グリーントランスフォーメーション(GX)を先導する高度人材育
成プログラム

https://www.cis-trans.jp/spring_gx/index.html

WINGSプログラム未所属の博士1年次生のみ応募可
採択後は, SPRING GXの教育プログラムを履修
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学振DC

月額20万円

SEUT-RA
Aタイプ

SEUT-RA
Bタイプ

月額5万円
(支援範囲拡大)

(工学系独自)

国際卓越
大学院

(WINGS)

月額18万円
原則修博一貫. 最速M1後半から
4年半の受給. SPRING GXには
応募不可. 

博士
フェロー
シップ

月額18万円

博士のみ最大3年. 所属専攻に
制限あり. WINGSからの応募可. 

SPRING
GX

月額18万円
博士のみ最大3年. 
WINGSの提供する教育プログラム
への参加義務

博士のみ
社会人不可

 修士 (最速でM1後半) から経済支
援(卓越RA費)を受けるならWINGS
のみ. 

 WINGSは教育プログラムとして単
位要件･修了認定あり. 

 WINGS⽣は, 博⼠課程から博⼠フェ
ローシップへの応募 (移⾏)が可能. 但
し, SPRING GXには応募不可. 

 博士フェローシップもWINGSの修
了要件を満たす必要あり. 修了認
定あり. 

 博士フェローシップとSPRING GX
は同時募集. WINGS未所属の博士1
年次生は両方に応募可能. 単願も
可能. 

 SPRING GX生はSPRING GXの教育
プログラム (WINGSが提供するプ
ログラムを含む) を履修.
原則として単位取得要件, 修了認
定なし. 

修士･博士学生への経済支援一覧

WINGS生, 博士フェローシップ生, SPRING GX生には, 
日本学術振興会特別研究員 (学振DC) への応募が義務づけ.

月額12万円(支援範囲徐々に縮小)

※)機械工学専攻には, 上記以外にも修博一環コースでの経済支援プログラムがある
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積極的な応募を待っています!!

https://sites.google.com/g.ecc.u-tokyo.ac.jp/q-step

https://gsdm.u-tokyo.ac.jp/

https://www.cis-trans.jp/spring_gx/index.html

gmsi.t.u-tokyo.ac.jp

cfs.t.u-tokyo.ac.jp

http://www.glafs.u-tokyo.ac.jp/



補足説明資料・参考資料
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工学系博士修了者の就職状況
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オーバードクター

就職者等

※｢オーバードクター｣……｢博士の学位取得後, あるいは博士の学位取得に至らないが, 博士課
程の所要の修業年限修了後, 定職に就かず引き続き研究室において研究を継続している者｣
と定義. 文部科学省HPから抜粋. 

※｢就職者等｣……就職準備中の者や, 留学生が故国へ帰国し, 進路が不明な者などを含む. ポス
ドクも｢就職者｣に含む. 

八大学工学系連合会HPより
https://8uea.org/pdf/b03-teigen.pdf

⇒上記5ヶ年間の｢オーバードクター｣は1,309名中20名 (1.5%) と
わずかであり, 博士修了者の就職は順調に推移している。
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工学知識･スキルの重要度と達成度

博士･修士修了者の認識の調査結果

八大学工学系連合会HPより
https://8uea.org/pdf/b03-teigen.pdf

26工学コンピテンシーⅠ
- Project Based Learning (PBL) -

 参加学生からのコメント

メンバーとの共同作業は, チームワー
キングの良いトレーニングとなった

チームメンバーと一緒に課題を解決
する過程を学んだ

学生の軽いフットワーク･斬新なアイ
デアで産業界と学術界を融合させ, 新
しいアイデアを生み出せた

 産業界からのコメント

課題設定力･解決力, プロジェクト･マ
ネジメント能力が高い

短期間に実用性が高く, 今まで思いつ
かなかったアイデアが提案され, 大変
有意義であった

産業界からのテーマに対する課題設
定が多岐にわたり興味深い

与えられた課題に対して最終成果に
到達までのプロセスが興味深い

教育効果の体感(感想)

チーム
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メント

コミュニ
ケーション

能力
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No 参加企業 最終発表会のタイトル

1
Hitachi Astemo, Ltd.
(日立Astemo)

Safety business plan for future driver's 
assistance

2
Hitachi Astemo, Ltd.
(日立Astemo)

Business Model for Autonomous 
Vehicles in Emergency Services

3
Ebara Corporation
(荏原製作所)

Disaster Management Platform -
Platform business produced by a 
manufacturer

4
System JD CO., Ltd.
(システムJD)

Verification of the 6th Basic Energy Plan 
for Tsushima Island

2021年度のPBL参加企業と最終発表テーマ



27工学コンピテンシーⅢ
- Summer Camp -

設定されたテーマに基づいて自ら
課題を設定し, ソリューション創
出に向けた議論 (グループワーク)
革新的な装置･システム開発

に向けた研究開発プロジェクト
を提案

世界のトップ大学と東大の大学院
生でグループを構成 (3泊4日)
 13か国18大学と3企業から68人が参

加 (2018年)

▲ 参加者の内訳 ▲ 参加後の満足度

集合写真 (開催地: 東大及びラフォーレ修善寺) (2018年) 
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サマーキャンプに対する教育的効果への評価･感想

修士, 博士とも履修可

28工学リテラシーⅡ
−事業戦略と知的財産−

産業界等の第一線で活躍中の方々を講師として招聘

ビジネス現場での実践的話題の提供

技術イノベーション/マネージメント, リーダーシップ, 事業戦略, 知的財
産管理, 倫理, etc.

2021年度の講師と
講演題目
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研究インターンシップ･国際共同研究

 国内外の研究機関･企業でのインター
ンシップ

 現場実習による課題解決 (専門分野と
のテーママッチング) 
GMSI HP掲載のテーマ (C-ENGINE※1), 

Coop-J consortium※2), GMSI事務局独
自, 等) 及び研究室の紹介

 対象: 修士･博士

 期間, 時期, テーマは個別に相談 (担当
教員, GMSI事務局がサポート)

 大学と企業が契約 (協定締結) し, 正課
カリキュラムとして実施

通年集中講義 (随時受付: GMSI事務
局まで)

実施内容と期間, レポート内容の審査
を経て単位認定
･修士2ヶ月, 博士3ヶ月以上⇒2単位
･修士, 博士とも1ヶ月以上⇒1単位

※1)産学協働イノベーション人材育成協議会
※2)ジョブ型研究インターンシップ推進協議会 修士, 博士とも履修可
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2021年度のインターンシップのテーマ

進捗 種別 専攻 学年 国籍 インターンシップテーマ 実施期間 企業名

終了 研究室
工学系研究科
機械工学専攻

D1 中国
De novo molecule generation 
method for accelerating the 
material / drug discovery

2020年11月24日～2021年7月28日 Microsoft Research Asia

終了 研究室
工学系研究科
電気系工学専攻

D1 中国

｢SIP 統合型材料開発システム
によるマテリアル革命 /先端的
構造材料･プロセルに対応した
逆門材 MI 基盤の構築｣に係る
深層学習を用いた画像解析

2020年11月1日～2021年3月31日
(オンライン)

情報･システム研究機構
国立情報学研究所(NII)

終了 C-Engine
工学系研究科
化学システム工学専攻

D2 韓国
製剤化データベース構築に関す
るインターンシップ

2021年4月1日～2021年5月31日
日本ベーリンガーイン
ゲルハイム株式会社

終了 C-Engine
工学系研究科
バイオエンジニアリング専攻

M2 日本
開環メタセシス重合を用いた低
弾性樹脂の合成と評価

2021年10月18日～12月17日 日本ゼオン株式会社

実施中 東芝
新領域創成科学研究科
環境システム専攻

D1 中国
ER-3(サステナブル価値の定量
評価に関する研究)

2022年2月2日～2月15日
(オンライン)

東芝エネルギーシステ
ムズ エネルギーシス
テム技術開発センター

終了 C-engine
理学系研究科
物理学専攻

D2 日本
画像センシングのためのAI/ 信
号処理技術研究

2021年10月22日～2021年12月6日
(オンライン)

京セラ株式会社

実施中 C-engine
新領域創成科学研究科
メディカル情報生命科学専攻

D2 中国
細胞内トランスポーター発現量
の視覚化

2022年1月11日～3月31日
日本ベーリンガーイン
ゲルハイム株式会社

終了 C-engine
工学系研究科
精密工学専攻

D1 中国
アドオンセンシングによる 設
備･治工具の異常予兆検知

2021年11月2日～12月28日 日立金属株式会社

実施中 ジョブ型
工学系研究科
物理工学専攻

D1 日本
光･画像･音響センシング技術の
研究開発

2022年1月11日～2022年3月31日 沖電気工業

実施中 C-engine
理学系研究科
物理学専攻

D1 日本 粒度分布測定装置開発 2022年1月18～2022年3月17日 堀場製作所

実施中 研究室
学際情報学府
総合情報分析学

M2 中国
VR空間における自然言語からの
3Dオブジェクトの生成に関する
研究

2021年11月15日～2022年3月31日
株式会社 ソニーコン
ピュータサイエンス研
究所

終了 研究室
工学系研究科
化学システム工学専攻

D1 日本
コンタクトレンズに関連する実
際のビジネスデータを活用し主
要なビジネス課題を解決

2021年11月9日～2022年2月4日
(オンライン)

ジョンソンエンドジョ
ンソン株式会社 ビ
ジョンケアカンパニー



31工学リテラシーⅢ
-アドバンスト･アカデミック･プレゼンテーション-

 英語でのプレゼンテーションスキルの向上を図る

 国際会議での発表を行いレポート提出⇒単位認定
Time 6/2 (Thu) 6/9 (Thu) 11/10 (Thu) 11/17 (Thu) 1/12 (Thu)
14:45-
14:50

Orientation Session 3
Student 3 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

Session 5
Student 5 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

Session 7
Student 7 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

Session 9
Student 9 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback14:50-

15:35

Session 1
Student 1 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

15:35-
16:25

Session 2
Student 2 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

Session 4
Student 4 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

Session 6
Student 6 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

Session 8
Student 8 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

Session 10
Student 10 Presentation

- Presentation
- Q & A
- Discussion
- Feedback

博士のみ履修可

32未来社会協創国際演習
- 国際ワークショップ -

2017 International Workshop in BRAZIL 
-Global Business and Industry-University Collaborations- 

March 20 -27, 2017 

To apply, send one-page abstract of your research topic 
and your scanned passport to: 
office@gmsi.t.u-tokyo.ac.jp  
by Wed., Jan. 18, 2017 
*Travel and accommodation expenses will be covered 

To be eligible to attend you must : 
- Have a deep interest to BRAZIL  
-  Able to discuss on WS topics 
-  Have an approval from your supervisor 
-  Able to follow visiting countries immigration laws (visa and etc.) 

Universidade de Sao Paulo (USP)  
Mechanical Sciences and Engineering,  
Laboratory of Environmental and Thermal 
Engineering (LETE) , 
Comfort Engineering Center (CEC) 

One of the largest aerospace companies in 
the world. Market leaders in commercial jets 
with up to 120 seats 

Company operating on an 
integrated basis and 
specializing in the oil, natural 
gas and energy industry 

One of the largest global automotive suppliers 
DENSO Do Brasil Ltda produce of air-
conditioning systems and cooling modules 

National Institute for Space 
Research 
Fostering science and 
technology in earth and 
space context and be able 
to offer products and 
regular services in benefit 
of the country 

To apply, please send the required documents to:
office@gsdm.t.u-tokyo.ac.jp
Application deadline: 12:00, Dec 1st, 2017
*Travel and accommodation expenses will be covered.

2018 International Workshop on
Global Research Challenges in Africa 

Compared to Japan
2/16 - 2/25, 2018

Selection Criteria (Max 8 students) :
- Have a deep interest in African countries 
- Able to conduct discussions based on your own research in 
English
- Have the approval of your supervisor
- Will comply with the laws of the visiting countries
(vaccination, visa etc.)

Call for participants

Abomey – Calavi University in Benin Republic
Science and Engineering challenges in global area

Nelson Mandela African Institute of Science and 
Technology (NM-AIST) in Arusha (Tanzania)

- Visit of Tanzanite Mines of Merelani
- Experience rural life or daily life in family and more… 

Activities:

2018 International 
Workshop on EU 
Research Institutes

February 28 –March 7, 2018

The Institute of Photonic Science
visits to e.g. Alba synchrotron facility, 
Barcelona Super Computer facility, other 
research centre and/or local company

Selection Criteria (Max 8 students) :
‐ Have a deep interest in EU Research Institutes
‐ Able to conduct discussions based on your own research in 
English
‐ Have the approval of your supervisor
‐ Will comply with the laws of the visiting countries (visa etc.)

To apply, please send the required documents to:
office@gmsi.t.u‐tokyo.ac.jp
Application deadline: 12:00, December 15, 2017
*Travel and accommodation expenses will be covered.

Building Realization and Robotics 
Prof. Thomas Bock laboratory at 
Technical University of Munich 

Best Proposal AwardGroup Meeting at UAC

NM-AIST Workshop Takeshi Japanese School

ICFO Workshop ALBA Synchrotron Facility

Barcelona Supercomputing Center TUM Prof. Bock Lab.



33公開セミナー
(2021年度6回 通算358回開催)


